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問�

　
「
こ
ど
も
本
の
森
構
想
」

と
は
。

答
（
市
長
）�

　

世
界
的
建
築
家
で
あ
る

安
藤
忠
雄
先
生
の
支
援
を

受
け
、
旧
三
田
屋
を
改
築

し
て
「
こ
ど
も
向
け
本
の

施
設
」
を
整
備
し
「
わ
ら

す
っ
こ
の
居
場
所
」
を
つ

く
る
。

問�

　

当
市
の
少
子
高
齢
化
と

人
口
減
少
、
財
政
難
の
中

で
第
２
図
書
館
と
も
思
え

る
施
設
は
必
要
か
。

答
（
市
長
）�

　

既
存
の
図
書
館
と
は
異

な
っ
た
機
能
を
持
ち
、
親

子
や
友
達
同
士
で
会
話
を

し
、
寝
転
が
っ
て
本
を
読

む
こ
と
等
に
よ
り
本
に
親

し
む
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
地
域
の
集
会
施
設
等

と
し
て
の
活
用
も
配
慮
す

る
。問�

　

利
用
者
が
少
な
く
、
管

理
運
営
費
だ
け
が
残
る
と

問�

　

教
職
員
の
労
働
環
境
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
改
善

が
図
れ
る
か
。

答
（
教
育
長
）�

　

客
観
的
勤
務
時
間
の
把

握
に
よ
り
、
校
務
分
担
の

見
直
し
や
行
事
の
精
選
な

ど
、
状
況
に
応
じ
た
負
担

軽
減
の
手
立
て
を
講
じ
ら

れ
る
。
ま
た
、
勤
怠
時
間

の
見
え
る
化
に
よ
り
、
長

時
間
勤
務
の
抑
制
や
業
務

の
効
率
化
に
繋
が
る
。

問�

　

勤
務
時
間
の
把
握
以
外

に
、
教
師
の
業
務
内
容
の

見
直
し
や
、
子
供
た
ち
と

向
き
合
う
時
間
の
保
証
、

仕
事
に
影
響
が
で
な
い
環

境
整
備
が
必
要
で
は
。

答
（
教
育
長
）�

　

環
境
整
備
の
充
実
を
図

る
こ
と
が
教
育
委
員
会
の

責
務
の
一
つ
。
管
理
職
、

教
諭
の
職
に
応
じ
た
多
面

的
視
点
の
下
で
時
間
を
生

み
出
し
、
子
供
た
ち
に
向

き
合
っ
て
い
く
。

「
こ
ど
も
本
の
森
構
想
」
と
は
何
か

市
長･･･

子
ど
も
向
け
読
書
施
設
の
整
備
事
業
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一問一答方式

い
う
こ
と
に
な
ら
な
い

か
。答

（
市
長
）�

　

様
々
な
課
題
は
承
知
し

て
い
る
。
座
し
て
待
つ
わ

け
に
は
い
か
な
い
の
で
、

打
っ
て
出
る
気
概
で
新
た

な
魅
力
づ
く
り
に
努
め

る
。問�

　

設
置
場
所
は
、
利
便
性

向
上
と
経
費
節
減
、
施
設

運
営
の
効
率
化
と
い
う
観

点
か
ら
、「
こ
ど
も
の
城
」

構
想
を
進
め
て
い
る
「
元

気
わ
ら
す
っ
こ
セ
ン
タ

ー
」
エ
リ
ア
内
に
す
べ
き

で
は
。

答
（
市
長
）�

　

遠
野
小
学
校
と
「
元
気

わ
ら
す
っ
こ
セ
ン
タ
ー
」

周
辺
か
ら
「
と
お
の
物
語

の
館
」
ま
で
の
一
帯
に
、

「
こ
ど
も
本
の
森
構
想
」

を
加
え
て
新
た
な
魅
力
づ

く
り
に
取
り
組
む
。

小中学校へのタイムレコーダー設置目的は
教育長 ･･･ 教職員の労働環境の改善

その他の質問

◦�木質バイオマスエネル
ギーの実証実験結果は
◦�小中学校の空調設備設置
工事について

「こども本の森構想」として活用を計画している旧三田屋

問�

　

農
業
委
員
、
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
の
選
出

方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

答
（
会
長
）�

　

農
業
委
員
は
、
こ
れ
ま

で
の
選
挙
制
度
か
ら
、
議

会
の
同
意
を
要
件
と
し
て

市
長
の
任
命
制
と
な
り
、

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
は
農
業
委
員
会
で
委
嘱

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

問�

　

農
業
委
員
の
役
割
、
業

務
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答
（
会
長
）�

　

農
業
委
員
は
主
に
総
会

の
場
で
、
農
地
の
権
利
移

動
、
農
地
転
用
案
件
を
審

議
す
る
。
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
は
、
農
地
の

集
積
・
集
約
化
、
耕
作
放

棄
地
の
発
生
防
止
の
活
動

を
行
う
。

問�

　

過
去
２
年
の
農
地
集
積

実
績
を
伺
う
。

答
（
会
長
）�

　

令
和
元
年
度
現
在
28 

ha

の
集
積
面
積
、
集
積
率
は

40
％
の
実
績
に
な
っ
て
い

る
。

問�

　

馬
の
里
に
、
市
で
は
施

設
運
営
事
業
費
と
し
て
平

成
31
年
度
４
７
３
９
万
２

千
円
、
20
年
間
で
約
10
億

円
も
補
助
し
て
き
て
い
る

が
、
経
営
状
況
を
伺
う
。

答
（
市
長
）�

　

平
成
30
年
度
決
算
の
収

支
割
合
で
判
断
す
れ
ば
、

議
員
指
摘
の
通
り
赤
字
で

あ
る
。

問�

　

馬
の
里
及
び
畜
産
振
興

公
社
を
ど
の
よ
う
に
導
く

の
か
伺
う
。

答
（
市
長
）�

　

進
化
ま
ち
づ
く
り
検
証

委
員
会
の
提
言
を
踏
ま

え
、
思
い
切
っ
た
発
想
の

転
換
を
も
っ
て
改
革
を
進

め
る
。

問�

　

市
民
に
は
馬
の
里
の
管

理
運
営
に
不
信
が
あ
る
。

市
の
施
設
運
営
事
業
費
に

依
存
し
な
い
で
、
独
立
採

算
を
模
索
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

答
（
市
長
）�

　

民
間
の
経
営
、
管
理
、

技
術
に
関
わ
る
知
識
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。
中
央

馬
事
団
体
、
全
国
の
力
の

あ
る
、
乗
用
馬
ク
ラ
ブ
関

係
者
の
参
画
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
経
営
の
望
ま
し

い
在
り
方
に
作
業
を
急

ぐ
。問�

　

民
間
経
営
へ
の
移
行
、

又
は
馬
業
務
に
精
通
す
る

人
材
の
登
用
等
、
思
い
切

っ
た
改
革
が
必
要
で
は
な

い
か
、愛
知
県
長
久
手
市
、

「
あ
ぐ
り
ん
村
」
の
改
善

例
が
あ
る
が
。

答
（
市
長
）�

　

紹
介
あ
っ
た
好
事
例
の

状
況
は
承
知
し
て
い
る
。

事
例
の
在
り
方
、
進
め
方

は
参
考
に
し
な
が
ら
、
緊

張
感
を
持
っ
て
取
り
組
ん

で
い
く
。

佐々木 敦緒  議員

農
業
委
員
の
役
割
は

農
業
委
員
会
会
長･･･

　
　
　
　
農
地
利
用
最
適
化
の

　
　
　
　
推
進
に
努
め
る

遠
野
馬
の
里
の
在
り
方
に
つ
い
て
問
う

市
長･･･

根
幹
と
な
る
人
材
の
採
用
な
ど
改
革
を
進
め
る

一問一答方式

増加し続ける耕作放棄地

市政を問う（文責本人） 市政を問う（文責本人）


